Self-sufficiency with Shifting Cultivation in a Reestablished Salain Chin Village of the Rakhine Mountains by 田中, 求
Titleラカイン山脈におけるサラインチン人集落の再建と焼畑によるコメ自給システム
Author(s)田中, 求




























































ての研究事例が多数報告されており [佐藤 1999:63],市場距離と焼畑システムの変容を論 じた
井上の研究などがその一例に挙げられる [井上 1995:102]｡社会生活上の利便性の考慮が焼畑
民の拡散を妨げ,局地的な人口集中と過度の土地利用を来 しているサラワクのような事例 もあ
り [久馬 1990:183],自給的な焼畑に従事 してきた人々が商品経済の中に巻き込まれ,その焼









































































どり着 くため,A村の歴史は約 300年と考えられる｡ 現在,A村は本集落であるBのはか枝村


























































して数えたが,把握 しきれなかった世帯 もあり,本図では計 46世帯となっている｡現在の
居住集落別の世帯数は退避時に兄弟として同居 していた世帯が家分けしている場合,それぞ
れ別の世帯として数えており計51世帯となっている｡










が ビルマ国軍にポーターとして徴用されていた｡R村に移住 した 1世帯はビルマ人の下で農業











41リットル,サラインチン語で 1ティン｡ 以下 lT)分を蒔 く面積である1ティンキン (以下
1TK)が用いられており, 1TKは測量により約 0.5haと推定された｡10)
A村はヒアンデを祖とするクランによって主に形成されており,原則的にはこのクランに属
する者のみが原生林を伐開 し焼畑を行 うことが許可され,その土地 (サラインチン語でフムン)
は主に伐開者を祖とする父系 リネ-ジの末子が相続 している｡Il) 末子以外の リネ-ジ成員は,






















では兄や従兄弟などとフムンを共同利用 している (表 1)｡フムンの共同利用を進めた要因の一
つが廃村である｡廃村前の総世帯数の約半数は,村の再建許可が下 りた 1973年 に帰村せず,現
在 も他村に住み続 けている世帯がある｡夫婦村世帯のフムンをその兄弟,従兄弟などが利用 し
てお り, フムン所有者の帰村後 も新たなフムンの獲得で きる原生林が少ないことか ら, フムン
の リネージ内共同利用 は止 ま らず一般化 に至 った と考え られ る｡12) 以上の ことか ら本論文で
は,フムンを ｢ヒアンデクラン成員が原生林を伐開す ることで獲得 し,末子が相続す るものの,
リネージ成員で共同利用する焼畑用地｣ と定義する｡
表 1 土地 (イ)におけるリネージ別所有フムン面積および焼畑利用状況
リネージ 総 面 積 世 帯 数 利用世帯数 総利用面積 平均焼畑面積 必要焼畑面積






























計 2,412 47 23 80.75 29.4 1,370.6



































現在,土地 (イ)において7リネ-ジが合計 2,412TK,1,206haのフムンを所有 している (義





























畑面積を満たせない⑥,⑦ (表 1)の6世帯が居住 していた｡C集落の形成された88年は雑貨


















しい場所と認識 しており,C集落の人々はコメの不作を覚悟 しつつ移住 したと考えられる｡ 果
物とトウガラシからの年間収入を5,000チャットとし, コメ購入費用に充てた場合, 籾米 410
































18世帯 86人の暮らすE集落は,1981年に他村出身者 2世帯が移住したことに始まる｡ 現在
は他村出身者 6世帯,フムンで必要焼畑面積を満たせない(凱 ⑤,⑥,⑦ (表 1)の9世帯を
















りる場合, リネージ代表者の許 しを得られる年数,面積で焼畑を行うことができる｡ 他村者に
1年間のみフムン内の焼畑不適地の利用を許可 しているB集落よりも, (ホ) は他村者が利用
























































また竹林を利用 した焼畑の多いD集落の平均焼畑面積 2.5haは,広葉樹のカネ-を利用 し
た焼畑の多いB集落 (1世帯の平均構成員数5.1人)の 1.8haを上回っている｡ この数値は東
南アジアの 1世帯 (構成員数 5人)当たりの平均焼畑面積である1.4-1.8ha[佐々木 1970:
118]よりもかなり大きな値である｡広葉樹などの極相林や二次林を利用 した焼畑と比べて,竹






















世帯番号 面積 (ha) 籾米 ごとの使用量と品種数 労働提供の依頼状況 焼畑箇所数 植生と休閑年数
FB3T2S/FZ3T2S/BW 2S 頼まず 3カ所 竹林 8年
1 4.02 AW 3Bu/MMIS/EM7Bu 竹林 8年
/SC3Bu 計 7品種 竹林 8年
2 4.04 FZ5T/FB2T/MGIS/ 頼まず 2カ所 竹林 8年
MMIS/不明3S 計4品種 竹林カサイン
FZ5T/FB3T/BW 2S 頼まず




4 1.61 FZIT3S/FBIT/MM2S 頼まず 2カ所 竹林 8年
計3品種 竹林 8年
5 2.16 FB2T/FZ2T/MM2Bi/SCIBi 伐開 1日村人 10人 2カ所 竹林 8年
CZIBi/MR2Bi 計6品種 除草 1日村人 7人
FZ3T2S/FBITIS/CZIS 頼まず





7 2.25 FZ2T2S/FB2T/MMIBi 播種 1日村人 4人 1カ所 竹林 8年
計3品種
8 1.72 FBIT2S/FZIT3S/EMIS 除草 8日兄弟 1人 2カ所 竹林カサイン
MMIBi 計4品種 竹林 8年
9 2.05 FZ2T/FBIT/SPIBi/MTIBi 伐開 ･播種1日村人15人 1カ所 竹林 (木少々)
MM2Bi/SC2Bi 計6品種 除草 1日村人 5人 8年
10 1.61 FZ2T2S/FB2S/MRIS 伐開 1日村人 15人 2カ所 竹林 8年
計3品種 竹林カサイン
11 2.75 FZ3TIS/FBIT2S/SCIS 頼まず 2カ所 竹林 8年
AW IS2Bi/MMIS 計5品種 竹林 8年
12 1.36 FZ2TIS2Bi/FBIT/AW IS 伐開 15日 ･播種 8日 2カ所 竹林 8年
OZIBi 計 4品種 除草 10日各近親 1人 竹林 0年 *
13 1.79 FZIT2S/FB2T/AW 2Bi 除草 6日村人 1人 2カ所 竹林 8年
計3品種 竹林 8年
14 2.48 FZ3T/FBIT2S/MM2S 除草 1日村人 5人 2カ所 竹林 8年
計3品種
FBITIS/FZ3T/RNIT 頼まず



















注 :この図はおおまかに各世帯の焼畑の位置, 形状, 面積を示 している｡ 形状を把握 していない
焼畑については,だ円形で記 した｡居住域から最 も近い世帯番号 7の焼畑は2.2ha,居住域
から徒歩 10分｡2の大きな焼畑は3.1ha,徒歩30分の距離にある｡
トがついているものは トウガラシ用の焼畑である｡ ト他 とは,他集落者の トウガラシ用焼
畑である｡
4と15は兄弟であり,共同で耕作 している焼畑がある｡
居住域から徒歩 2時間の場所にある竹林のカサインで, 1998年 4月に山火事があり, 5世

























































































世帯 90 91 92 93 94
1
2 12
3 28 16 13
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た 1995-97年の3年間,年間通 して自らの焼畑から収穫 したコメで世帯消費分を満たすことの




































































































A村に隣接する保続林内には保続林指定除外地域が 3カ所ある｡ A村から約 12km と最 も
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